の だ。 だが、 そんな 気で、 この 秘話 を 聞き、 今日の 世 

まちが 

相 を 甘く見て いると、 飛んでも ない 間違いが 起ろうと 

いう もの だ。 たとえば 今日 アメリカに 於け る 自動車 事 

ざんしし や 

故によ る 惨死 者の 数字 を みるがいい。 一年に 三 万人の 

生 ii が、 この 便利な 機械文明に 喰われて しまって いる。 

はまお ししゃく か つか れ きさ つ とりしまり 

日本に 於ても 浜 尾 子爵 閣下が 「自動車 礫 殺 取締 を もつ 

しゅんげん 

と 峻厳に せよ」 と 叫んで 居られる。 機械文明 だけで 

コ ンビ 二 エンス 

はない。 あらゆる 科学 文明 は 人類に 生活の 「便 宜」 

を 与える と 同時に、 殺人の 「便宜」 まで を 景品と して 

添える こと を 忘れ はしなかった。 これまでの 日本人に 

は 大変 科学知識が 欠けて いたし、 今でも 科学知識の 



ている わけなん だが、 全く その 岡 安巳 太郎 という 男 は、 

べんぎ ふさ わ 

科学的 殺人が 便宜に なった 現代に 相応しい 一 つの 存在 

だった。 岡 安 はい まも 言う とおり、 今日 人殺し なんて 

容易に 出来る、 ところが 自分 は 小学校 時代から 算術と 

だいすう へ いめんき か 

理科が きらいで、 中学生 時代に は 代数、 平面 幾何、 

立体 幾何、 三角法と 物理化学に 過度の 神経 消耗 を やり、 

遂に K 大学の 理耽科 を 今から 三年 前に 出た 「ぉ坊 ちゃ 

ん」 なの だ。 科学知識と はまる で 正反対の 側に 立って 

いると いう 人間で、 科学 を 呪う こと 迚も はなはだしく、 

ふうし じしん きっと 

科学的 殺人の 便宜 を 指摘す る 夫子 自身 はいつ か 屹度 こ 

の 「便 宜」 の 材料に 使われて、 自分 はきつ と 天寿 を 



ま さつがい 

俟っ迄 もな く 殺害せられ てし まう に 決つ ている と 確信 

している の だから、 実に 困った もの だ。 この 先生 は、 

しま つ 

機械文明 にも 一 応 恐怖心 を 表明して いるが、 更に 始末 

の わるい の は 電気 文明に 対する 絶対的 の 恐怖心 である。 

機械文明の 方 は 自動車に しても、 汽車に しても、 トロ ッ 

こうが い あか つち 

コに しても (彼 は 一 度 郊外で、 赤土 を 一 杯 積んだ トロ ッ 

コに鑠 かれ 損った ことがある)、 音響な り、 速度の あ 

る 車体の 運動な りが、 一 応 耳な リ眼 なりの 感覚に 危険 

を 訴えて 呉れる から、 比較的 安全 だ。 それに 反して、 

電気 文明の 方 は、 電気の 流れて いる ことが、 眼に も 見 

えなければ、 耳に も 聞え やしない。 そして 誤って 触れ 



険 きわまる 電線が 生命の 唯 一 の 安全地帯 である 掛 家の 

くも す じゅうおうむじん 

中まで、 蜘蛛の巣 のように 縦横無尽に ひっぱり まわさ 

れて ある。 スタンド だ、 ヒ— タ— だ、 コ— ヒ— 沸し だ、 

シガレット. ライタ— だ、 電気 行火 だ、 電気 こて だと、 

電気が 巣 喰って いる 道具ば かりが 出来て 殺人の 危険 は、 

せんりつ 

いよいよ 増加して きた。 それに 最も 戦慄 を 禁じ 得ない 

の は、 そうした 電気器具が ほとんど 全部と いっていい 

ほど、 金属で 出来て いる こと だ。 金属 ほど 電気 をよ く 

伝える もの はない。 それにな に を わざわざ、 危険き わ 

まる 金属 を 選んで 使用す るので あるか、 警視庁の 保安 

課なん て、 一体 どんな 仕事 を やって いるの かと 言いた 



くなる。 —— 岡 安巳 太郎 は、 色 蒼 ざめ た 顔 を 上下に ふ 

リ 乍ら、 よく 憤慨した もの さ。 

岡 安の 電気 恐怖 病症 状に ついては、 この 上述べ ると 

際限がない ので、 この辺で よしたい。 「俺 は 電気に 殺 

くちぐせ 

される に違いないんだ」 と 彼 は 口癖の ように 言って い 

たもんだ。 その 度に 春ち やん —— これが 例の カフェ • 

ネオンの 女給で 「カフェ. ネオン の 惨 劇」 の 一 

はながた 

花形で ある わけ だが —— から 「また ォ— さんのお 

十八番よ 〔# 「お 十八番よ」 は 底本で は 「お 十八番よ 匕。 そ 

ん なに 心配に な るん なら、 岩 田の 京 ぼんに 頼んで、 い つ 

ひ かんでん ころ 

そ 一 と 思いに、 感電 殺し を やって もらえば いい じ やな 



はんぎょく 

思われる 頃になる と、 鈴 江と いう 半玉み たいな 女給 

が 青い 顔 をして 皆のと ころへ やって来る。 「あたい、 

気味が わるい から、 キヤ ツキ ャッ 言わせる の、 よして 

よ」 そういうと 春 ちゃんが、 鈴 江 を ぎゅっと 睨んで、 

何か呶 鳴りたい らし いんだが、 そいつ を モグモ グとロ 

の 中に 押し かえして 黙つ ちまう。 この 気配に 一 同 もく 

さっち や つ て それぞれ 元の 客席へ 退散と いう 段取りに 

なる のが 例だった。 この 光景 を、 見て いて 見て いない 

ふリ をして いる 奴に、 カウンタ ー 兼 給仕 長の 圭 さんと 

いうの が 居る。 これ は 本名 を 鳥居 圭三 という 三十 五に 

げんぎょう い ん 

もなる 男で カフェ . ネオンの 現業員の 中で も最 年長 



者な の だ。 こいつ は、 内々 t 春 ちゃんに 気がある らしい。 

もっとも 春ち やん は ネオンの プリマドンナ だから、 お 

客と いわず、 従業員と いわず、 なんとかなる ものなら 

是非 一 度 は 桃色の チャンス を 持ちたい もの をと 願って 

いなかつ たもの は 無かろう。 給仕 長の 圭 さん は、 白い 

うわぎ さけびん 

上着 を 酒 瓶の 蔭に かくして なに か 整頓に 夢中に な つ て 

いるよう に 見せて 置いて、 然るの ち、 その 蔭に 鈴 江 を 

よびこむ と、 春 ちゃんの 機嫌 を わるく する ような こと 

うすきみ 

を 言 つち やなら ね えぞと、 薄 気味 わ る い 表情と 口調と 

で、 訓戒 を 与える のだった。 面白 いのは、 訓戒 を 与え 

ている のに、 春 ちゃんが 気付く と、 彼女 は 燕 のように 



フエ . ネオンの 別荘 (というと 体裁が いいが、 その実、 

きた むら じろう ていたく 

この カフェ の 持主の 喜 多 村 次郎の 邸宅に して 同時に 五 

人ば かりの 女給が 宿泊す るよう に 出来て いる 家で、 実 

は 彼女 等の 特殊な 取引が 行われる ために 存在す る 家 だ 

ともいう) へ 着物の ことで 行き、 その 用事が すんで 力 

フエへ 帰って 寝た のが 一時 半だった。 そのと きに 春 江 

はじめ 四 人の 女給 はもう 寝て いたが 春 江の 寝 すがたが 

ば か そば 

莫迦に 細つ そりして いるので 不思議に 思い、 側に よつ 

ねまき 

てよ く 改めて 見る と、 春 江の 身体 は 無く 寝 衣 や 枕が 身 

体の 代りに 入って いたと 述べた。 これ は 警視庁に とつ 

て 唯一 の 参考 材料と なった。 春 江 は どこかへ 行って 一 



時半に は 寝床に いなかった。 春 江 は その 時刻、 どこで 

なに をして いたろう。 

じょうじん しらみ 

春 江の 客 や 情人の 探索が、 虱つ ぶしに 調べられて 

行った。 岡 安巳 太郎 や、 岩 田の 京 ぼん も、 調べられた 

一人だった。 これ も 自宅に 於て 睡眠 中だった そうで、 

格別 材料になる ような ものが 発見せられ なかった。 事 

めいきゅう おちい 

件 は 文字 どおりに、 迷宮へ 陥って 行った ので ある。 

しょ か 

春 江の 初七日が 来た。 その 夜、 カフェ • ネオンの 三 

< じ 

階に 於て、 またまた 惨劇が 演ぜられた。 不幸な 籤 を 引 

としま 

き あてた の はふみ 子と いう 例の 年増 女給だった。 殺害 

ざんさつ 

状況 は、 前の 春 ちゃんの 惨殺の 時のと、 まるで 写真に 



如く、 表向きの 窓際に はなく、 それと 九十 度 だけ 

右 廻りに 廻った 壁ぎ わに 寝て いた。 

( 因 に、 春 江の 位置に 寝て いたの は、 鈴 江であった) 

この 外の 点 は、 皆お なじ 事で、 不思 譲な ことに、 殺 

害の 時間 も、 短刀の 大きさ も、 致命傷の 位置 も 同じで、 

きずあと 

ただ 創痕の 深さが、 すこし 深いよう に 報告され ていた。 

第二の 惨劇の 日に つづく 一両日の 間に、 僕の 耳に 

入った 特殊 事項に ついて 二三の こと を 述べ て 置こう。 

なに、 君 はこの 事件に、 どんな 役目 をして いたの だ 

か 言えと いうの かい。 それ は 判りき つてい る じ やない 

か。 どうせ 終りまで 聞けば、 判る にき まっている こと 



えた。 

じんもん 

この 訊問が 終った あとで、 係官の 間に、 こんな 会話 

が 行われる の を 聞いた。 

ばんそうこう 

「ふみ子の 首の 万創膏 をと つ て 見た が、 穴が 相当 深く 

ョ ジゥム . チンキ 

あいていた。 沃度丁幾 をつ けて あるが、 おできの あと 

ともす こしち がうよう な 気がす るんだ が、 大学の 鑑定 

事項の 中へ、 穴 ぼ こが 意味す る 病名 を 指摘す るよう に 

書き加え て 置いて 呉れ 給え」 

「不思議で すな、 前の 春 江の 場合に も、 やっぱり 首の 

ところに 万 創膏が 小さく 貼 つてあった じゃありません 

か？」 



のお 午 下りに、 岡 安巳 太郎 が、 ヒョッ クリと カフェの 

扉 をお して 入って きた こと だ。 警視庁で は、 相続いて 

起った 殺人事件に 証拠 材料が あまりに 貧弱で、 考えよ 

しゅうとう 

うによ つて は、 犯人の 容易なら ぬ 周到ぶ りが 浮んで 

みえる ような ので、 なに か 手 懸リを 得る まで は、 この 

カフェ • ネオンに 営業 を 休んで はならぬ と 言い渡して 

そ 1 っギ. J ばんたん 

あった。 そして ふみ子の 死体 は、 別荘の 方で 葬儀 万端 

を 扱う ことと し、 カフェ • ネオン はいつ ものよう に 昼 

とち 

間から、 桃色の 薄暗い 電灯が 点って いたので ある。 な 

にも 知らぬ 岡 安 は、 はりこんで いる 刑事の 間 を、 すれ 

すれに くぐりぬ けて きた こと も 知らずに、 いつもの 



じょうせき 

定席に 腰 を 下した。 すると 奥から 鈴 江が あたふたと 

出て 来るな り 岡 安の 前へ ペタンと 坐って、 「ォ— さん、 

大変よ。 きいても 大きな 声 を だしち やい や あよ。 

今暁 方、 また、 ふう ちゃんが 殺されち やった の。 ええ、 

三階で ね、 もうせんのと 同じ 手で …… 。 だ もんで、 う 

ちの 外 も (と、 あたりに 気 をく ばりながら 特に 声 を ひ 

そめて) 中に も 刑事が 張り こんでいる わ、 あんた、 変 

な 声なん か 出さないで ちょうだいね」 とや さしく 睨ん 

だ。 一体、 鈴 江と いう 女 は、 春 ちゃんの 死後 そのいい 

ひとだった 岡 安と 馬鹿に 仲よ くな つたよう だ。 この 女 

はん * きょく 

は、 半玉み たいな 外観 を呈 している かと 思う と、 年増 



女の 言うよう な 口 をき く ことがあ つ た。 恐らく 顔 や 身 

体の 割に は、 ずいぶん 年齢 をと つてい るの じ やない か 

と 思われた。 今のところ、 岡 安 も 春 ちゃんの こと は、 

夢の ように 忘れち ま つ たらしく、 鈴 江と 肝胆 相 照して 

いる 様子 は、 側から 見て いて 此のよう な 社会の 出来 ご 

ととしても 余リ 気持の よい ことじゃなかった ので ある- 

「すうち やん。 けさ、 ふう ちゃんが 殺された 時間 は、 

い つ 頃だった の」 

「さあ、 よく はわから ない けど、 二 時と 三時との 間 だ 

という 話よ。 どうして サ」 

「じ や 二 時 二十 分 —— たしかに、 あれ だ」 と 岡 安 は 急 



に 眼 を 大きく 見開いた まま、 ふるえる 細い 手 を 額の 

のろ 

上へ 持って行った。 「すうち やん、 この カフェ は 呪わ 

れて いるんだ よ、 君 も 早く ほかへ 棲 かえ を するとい い 

僕 は 見たん だ。 たしかに 此の 眼で 見たん だ、 しかも 時 

まさ ちょうど 

刻 は 正に 二 時 一 一十 分 II 丁度 ふみ ちゃんが 殺された 時 

間 だ」 

「ォ— さん。 あんた 知つ てんの、 言って ごらんなさい 

言って よ、 なにもかも、 さ 早く」 

「いや、 怖ろ しい こと だ。 君、 この カフェ • ネオンの 

三階に 懸か つてい る 電気 看板 は、 ただの 電気 看板 じ や 

な いんだ ぜ。 あいつ は 生きて る！ 本当 だ、 生きて る 



あの 電気 看板に は 人間の 魂が のりうつ つ ている のに 違 

いないんだ。 きっと、 あいつ だ」 

ねごと 

「なに を 寝言み たいな こと を 言つ てんの よ。 早くお き 

かせな さいな、 けさがた、 あんた の 見た という こと を 

…… もしかしたら、 ォ— さん は、 けさがた 此処の 家へ 

…：- J 

「あの 電気 看板 は、 早く 壊して しまう がいい ぞ。 おい、 

すうち やん、 あの 電気 看板 はいつ も 桃色の 線で 力 

フエ • ネオンと いう 文字 を 画いて いる。 あれ は 普通の 

仁 丹 広告塔の ように、 点いたり 消えたり 出来ない 式の 

ネオン. サインな の だ。 そして あの 電気 看板 は 毎晚、 



あのよう にして 点け っぱなし になって いる。 僕ん ち は 

た 力た I 

ここから 十三 丁 も 離れて いるが、 高台に 在る せいか、 

家の 屋上から あの ネオン • サインが よく 見える。 それ 

しゅいろ いれずみ ぶ き み 

は 朱色の 入墨の ように、 無気味で、 ちっとも 動かない。 

また 動く わけがない の だ、 それ だのに、 けさ 方、 二 時 

二十 分に あの 電気 看板が、 ほんの 一秒 間 ほど パッと 消 

えち まった の だ。 その あと は 又 元の ように 点いて いた 

ほ.. R とも 

が …… 。 停電なら、 外に 点って いる 沢山の 電燈も 一緒 

に 消える はず じ やない か。 ところが、 パッと 消えた の 

はこ この 電気 看板 だけ さ。 二 時 一 一十 分に ふみ ちゃんが 

またた 

殺される。 電気 看板が ビクリ と 瞬く —— 気味が わる 



いじ やない か。 僕 は、 はっきり 言う。 あの 電気 看板に 

は 神経が あって、 人間の 殺される のが 判って いたの だ。 

へんじ 

そして 僕に その 変事 を 知らせた のに 違いな いんだ。 あ 

んな 怖ろ しい 電気 看板 は、 今日のう ちに 壊して しまわ 

なくち やい けない」 

「ォ ー さん、 そのこと は 黙って いた 方が いいこと よ」 

まっさお まっさお 

とこの 話 をき いてから 死人の ように 真 蒼に 〔# 「真 蒼に」 

まっさお しわ 力 

は 底本で は 「蒼 蒼に 匕 なって いる 鈴 江が、 皺 枯れた 声 を 

無理に 咽喉から はき 出す ようにして 叫んだ。 「その 話 

はォ ー さんの 挙動に、 ある 疑い を 起させる ばかりに 役 

立つ わ。 あたい は、 なにもかも 知っている のよ。 たと 



される 日、 あたい は 屋根裏の 物置の 中に 鼠 かなん かの 

ように 蠢 めいている 〔# 「蠢 めいている」 は 底本で は 「蠢 

めいている 匕 あんた 達 を 見せつ けられて、 あたし …… _ 

ォ ー さん。 今の 話 をす ると、 とんだ 騒ぎが できます よ _ 

黙って いるの よ、 わかって」 

「春ち やん を 殺した の は、 僕 じ やない。 ふうち やん を 

また 

殺した の も、 亦 僕 じ やな いんだ」 

さ 

「そんな こと を 訊いて いるん じ やない じ やない の。 い 

や あな ひとね。 ここの 中には そり やとても 怖ろ しい 人 

いきち すす 

が 居る のよ。 人間の 生血で も 啜り かねない 人が ネ。 今 

にわかる わ、 畜生」 



そこでい よいよ 取って おきの 話 をす るが、 実は 力 

さんけき 

フエ • ネオンの 惨劇の 犯人と 目され る 春 吉と鈴 江の 関 

係に ついて、 僕が 知っている ことがある。 鈴 江 は 自分 

ほ じょうじん きょくど 

の 惚れて いる 岡 安と 情人 たる 春 江との よい 仲に 極度 

の 嫉妬 をお こし、 二人の 逢瀬が 度々 屋根裏の 物置で 行 

われて いるの を 知った もので、 とうとうた まりかね て 

春 江 を 殺す 決心 をした。 彼女 はだれ にも 洩らさな かつ 

たが 昔、 X X 電気会社で 高圧 係の 女工だった 関係で 電 

気の 取扱い 方 を 知ってい たので、 それ を 利用した とい 

きょう こうぜん ますいやく 

うわけ だ。 兇行 前、 同室に 熟睡 中の 同僚 を 麻睡 薬 を 

嗅がせて よく 睡ら せて しまい、 兇行 後に は 自分 もみず 



からこの 薬の力 を 借りて 熟睡に 陥り 巧みに みんなの 眼 

を ごまかし ていた ものである。 

コックの 春吉 は、 実は 殺された 春 江の 従兄に あたる 

男 だが、 その 関係 を 隠して カフェ • ネオンに やとわれ 

ていた。 春 江が 鈴 江に 覘 われて いる こと を 感付いて は 

いたが、 とうとう 彼の 注意の 届かない うちに 春 江 は 殺 

されて しまった。 鈴 江 は 春 江 を 殺した だけで はなく、 

じょうじん 

春 江の 情人 たる 岡 安 を 完全に 手に入れ、 岡 安 も 春 江 

のこと など を 忘れて しまった かの ように 鈴 江と 

なんなん ちょうちょう 

喃々 喋々 の 態度 をと つた。 それで コックの 春吉は 

すっかり 憤 i し、 この 復謦を 計画した わけなの だ。 



ちとち と さようら < じ 

彼 は 元々、 極端な 享楽 児で、 趣味の ために、 いろいろ 

てんてん さすらい 

な 職業 を 選び、 転々 として 漂泊 をした。 その 間に も電 

気の 職工に もな つ て 高圧 電気の 取扱い も 知っていた。 

更に わるい こと は、 従妹の 春 江の 感電 死に 遭った ため 

に、 彼の 享楽主義 は、 怪奇 趣味に めら めら と 燃え 上つ 

た。 復謦 手段と して は、 鈴 江 を 直ちに 殺さずに 鈴 江の 

やった と 同じ 手段で、 次から 次へ と 若い 女 を 殺して 行 

みち 

き、 だんだんと 嫌疑が 鈴 江の 方に 向いて 来る ような 途 

ぞんぶん 

を とらせ、 思う存分、 鈴 江 を 脅迫し 恐怖 させた 上で、 

ざ ん さ つ 

最後に 惨殺して やろうと 思った ので ある。 ところが、 

その 手 はじめと して ふみ子 を 殺して みると、 鈴 江 はた 



ほか みち 

しまう こと だ。 この 外に、 生きる 途 はない と 知った 彼 

すき ねら 

等 は、 お 互に 相手の 隙 を覘ぃ 合った。 だが 第三の 惨劇 

はんせき ばくろ 

で、 いよいよ これ 迄の 犯跡が 曝露し そうにな つたの を 

みてとった 彼等 二人 は、 朝の 太陽が 東の 地平線から 顔 

とんそう 

を 出す 前に この カフェ から 手 を たづ さえて 遁走して し 

まった ので ある。 いや、 この 市街から 永遠に 去って 

かたき 

行った ので ある。 敵 同士の 不思議な 旅が 始まった。 

ほ 力 

怪奇に 充 ちた 生活が はじまった。 彼等 は、 外から 見れ 

うらやま つつし 

ば、 羨し いほ ど 仲の よい、 そして 慎みの ある 若い 男 

と 女と であった。 しかし 人 目を離れ て 二人つ きりの 世 

界 になる と、 K 恚 〔# 「慎 恚」 は ママ U の ほむら は 天に 
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